平成22年8月9日

会　員　各　位

北陸地質調査業協会　理事長　村尾　建治
北陸技術フォーラム ’10　企画運営委員会

委員一同
「北陸技術フォーラム ‘10」開催のご案内

謹啓　日頃より当協会の運営にご協力を賜り感謝申し上げます。

さて、「北陸技術フォーラム ’10」の概要が決まりましたので、下記のとおりご案内申し上げます。「北陸技術フォーラム ’10」は、若手技術者で構成する企画運営委員会が中心となって運営しております。今回は、能登方面にて技術発表会および現場見学会を行います。ご承知の通り、能登地区は、2007年3月の「能登半島地震」で被災した場所で、今年で3年の歳月が経過し、現在は復興がほぼ終わっております。現地見学会は、地震で復興した場所をはじめ，特別講演でお話いただく珪藻泥岩の露頭箇所，能登の景勝地，名所等もご案内いたします。この機会に能登についての見識を広め、みなさんで語り合いませんか。企画運営委員一同、皆様のご参加を心からお待ち申し上げております。特に、能登地方で活躍されている技術者の方々の参加を期待しております。
謹白

記

１．開催日時　　平成22年10月22日（金）～23日（土）

２．開催場所　  能登島温泉　｢さわだ旅館｣ 

〒926-0211
石川県七尾市能登島向田町-TEL:0767-84-1021 0FAX:0767-84-1060 211
３．技術発表会　　平成22年10月22日（金）　13：30～17：30 参加費無料

発 表 者：7名

記念講演：｢珪藻泥岩の工学的特性，能登島大橋，能越自動車道での鋼管杭載荷試験例｣(予定)

金沢大学教授　松本樹典 様
４．懇親会　　18：30～20：30 　　参加費5,000円（会場はさわだ旅館）

５．宿泊　  能登島温泉｢さわだ旅館｣で宿泊可能です。宿泊費5,000円(予定)　
６．現地見学会　　平成22年10月23日（土）　参加費4,000円

　　　　　　　　　 見学場所:珪藻泥岩露頭箇所、能登有料道路災害復旧箇所、ヤセの断崖など

※現地見学会の詳細な場所、工程等は別途お知らせ致します。なお，当日は松本先生にもご同行していただける予定です。先生はご承知のとおり，基礎杭の支持力特性についての多くの研究報告をなされており，特に珪藻泥岩地盤における打ち込み鋼管杭と支持力特性について，最近の話題や当時の能登島大橋での興味深い話が聞ける貴重な機会だと思います。
７．交通　   今回、会場となる｢さわだ旅館｣までの送迎は予定しておりませんので，各自で車または公共機関を利用してください。なお，電車利用の方で金沢駅から送迎を希望する方は，乗り合いになりますが，金沢駅から会場までの行き帰り送迎いたしますので，申込書に併せて記載下さい。

※車で来られる方は、｢さわだ旅館｣に駐車可能ですが、スペースに限りが御座いますので，極力乗り合わせるようにご協力下さい。

　　　　　　　　　 2日目の現地見学会は、協会でバスを準備しております。現地見学後、｢さわだ旅館｣まで戻ってきます（14:30頃）。

8．そ　の　他　　  本フォーラムは、ジオ・スクリーングネットを運営・管理する”土質・地質技術者生涯学習協議会”が開催を確認しており、技術発表会、現地見学会に参加される方は、CPDの加点対象となっております。

